
第６８回大腸癌研究会 

倫理委員会 議事要旨 

 

日時： 

場所： 

200８年 1 月２４日（木）１３：００－１４：００  

ＪＡＬリゾートシーホークホテル福岡 ３Ｆ 昴 
 

出席者 味岡詠生弌、 飯田三雄、 亀岡信吾、 楠正人（井上靖浩）、冨田尚裕、  

間部俊明、 渡邉聡明、 澤田俊夫、 欠席 兵頭一之介 （以上敬称略） 

 

平成 19 年度倫理審査申請４案件、結果の提示・確認 （案件一覧表） 

 

審査案件 1 

申 請 審 査 事 項 
臨床試験研究「ClinicalStage0-I 直腸がんに対する腹腔鏡手術の妥当性に関する 

第Ⅱ相試験」 

申  請  者 腹腔鏡下大腸切除研究会 研究代表者 渡邊昌彦  北里大学医学部外科 教授 

審 査 承 認 日 2007 年 8 月 1 日 

審査案件 2 

申 請 審 査 事 項 
「最大径 20mm 以上の大腸腫瘍に対する各種内視鏡切除手技の局所根治性・偶発 

症に関する多施設共同研究（前向きアンケート調査）」 

申  請  者 「内視鏡摘徐手技の標準化プロジェクト研究」研究班  委員長 田中 信治 

広島大学病院・光学医療診療部  教授 

審 査 承 認 日 2007 年 10 月５日 

審査案件 3 

申 請 審 査 事 項 
「大腸腫瘍に対する大腸内視鏡治療後の遺残再発と偶発症症例の実態に関する 

多施設共同研究（後ろ向きアンケート調査）」 

申  請  者 「内視鏡摘徐手技の標準化プロジェクト研究」研究班  委員長 田中 信治 

広島大学病院・光学医療診療部  教授 

審 査 承 認 日 2007 年 10 月 5 日 

審査案件 4 

申 請 審 査 事 項 直腸癌の壁外直接浸潤距離に関する臨床的意義（後向研究） 

申  請  者 直腸癌の壁外直接浸潤距離に関する臨床的意義―プロジェクト研究 

委員長 白水 和雄  久留米大学外科学講座 教授 

審 査 承 認 日 2007 年 12 月 12 日 

 

・上記 4 案件についての確認と今後を検討 

上記 4 案件についての確認が行われた。 

今後の新規プロジェクト研究については、原則として総ての課題について倫理委員会の承認を得て開始する

ことが確認された。 

 


